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改革改善
の考え方

①問題
点

発達支援の開始、継続、発達の節目それぞれのニーズに応じた相談体制・家庭支援の在り方と関係機関との連携をど
う考えるか。

②改革
提案

療育現場の経験を積んだより専門性の高い職員の確保を図る。早期発達支援グループの充実と外来相談体制の見
直し・連携の取り方を考え合い実践する。また、外部機関に出向き直接支援・連携を密にする。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

障がいを疑われる子ども及び発達の遅れなどに悩みを抱えた家庭への早期対応の目標値を達成できた。継続した支援の在
り方、学齢期以降のフォローの在り方に課題はあるが、発達の節目で起こる諸問題について、家庭にとって身近な専門機関と
して対応できた。また現場へ出向き日々の生活の中で活かす発達支援について具体的な支援方法を現場職員と共有でき
た。

総事業費①+② 18,426 14,811 21,736 16,170

2,000 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 1,571 2,111 4,316 3,277

人件費計（千円）② 7,152 7,152

正規職員所要時間

起債

その他 4,907 4,900 5,208 5,200

県支出金 4,796 7,800 5,060 7,693

事業費計（千円）① 11,274 14,811 14,584 16,170 （県）地域療育等支援事業委託金（10／10）
（そ）諸収入国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　外来療育等指導事業

２　施設支援事業

３　訪問療育等指導事業

１　外来相談　利用者数
　　利用延べ人数
２　保育園、幼稚園、学校等訪問
　　利用延べ人数
３　早期療育グループ
　　利用延べ人数

1　　　　　 ６８８ 人
　　　　　３,４２０人
2   　　　１００ 回
　　　　　　３８８人
3  　　　 　９０回
　　　　　　６８４人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

１　身近なところで相談や訓練が受けられるようにする
２　専門スタッフ体制を整えて、固有の問題や悩みを軽減できるようにする
３　他機関への援助・助言を行い、専門的支援を提供する
４　他機関との連携・協力による、支援の充実
５　地域療育事業内容を地域に広く伝える活動をする

700/2490 688/2435 700/2490 700/2490

成果
指標

外来相談利用者数　／　飯田下伊那の障がい児概数
（％） 28 28 28 28

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

療育が受けられる数（相談数）　（人）

飯田下伊那の障がい児概数（人）
（飯田、下伊那の出生数(5年間の
平均)×障がい児の割合（0.1）×(１
～18才)）
1383×０．１×（1～18）

2435
意図（どういう状態
にするか）

障がい児や保護者のかかえる、障がいや発達の遅れな
ど固有の問題や悩みを軽減する

目
的

対象（誰・何を） 　飯田、下伊那に住む障がい児（者）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 34 障害者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 こども発達センターひまわり H26係等名 こども発達センターひまわり

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 11 終了
事務事業名 地域療育事業

会計 一般会計
11 15

事業種別 政策

3 施策№ 34 事業№


